
The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

93

地質
．
学論 集、第24餓 93−．le8べ 一

ジ ，1984年 11月

由布 ・ 鶴見 火山の 地 質 と最新の 噴火活動

小林哲夫
’

Geology　of　Yufu −Tsurumi　volcanoes 　and 　their　latest　eruptions

　　　　　　　　　　　　■
Tetsuo　KOBAYAsm

Abstract 　Yufu−Tsurumi　 volcanoes 　 are　 s比uated 　 at　 the　 northeastern 　 part　 of　 Kyushu　 island，

Japan、　Lavas 　and 　pyroclastic　rocks 　ranging 　from　the　late　Pliocerle　to　the　late　Quaternary正n
age 　form　the　basement　of 　this　area 　and 　are 　cut 　by　many 　active 　faults　bringing　about 　the

bbcks　tLlted　variously ．　Judging　frorn　the　tephrQohronology 　of　the　wide −spread 　tephra，　it　has

been　confirmed 　that　both　Yufu 　and 　Tsurumi　volcanoes 　started 　their　aGtivities　more 　than　35，000

years　 agO ・

　　　Yufu−dake　is　a　stratovolcario 　with 　several 　paras［tic　lava　domes　and 　lava　flows．　The　latest

eruption 　occurred 　ca ．2ρ00−1，500　years　ago 　issued　the　Tsukahara　pyroclastic　fEow，　the　Ikeshiro
！ava ，　the　Yufu−dake　 summit 　lava，　and 　the　 Yufu−dake　ash ．　 The 　 Tsukahara　 pyroclastic　flow

deposit　is　oxidized 　under 　the　h主gh　temperature 　condition 　and 　has　secondary 　furnarohc　pipes・
The　Tsukahara　pyroclastic　fbw 　is　judged　to　have　been　formed　by　the　co ！！apse 　of 　an 　ascending

lava　dome ．　Stratigraphic　relatlon 　between　the　pyroclastic　flow　and 　the　volcanic 　ash 　shGws 　that

the　cohapse 　of　the　lava　dome 　happened　repeatedly 　at　least　two　times、　The　last　ascending 　 of

lava　formed　the　Ikeshiro　lava　dome 　a ¢ companied 　with 　lava　flow，　Shortly　after 　that，　the　Yufu −

dake　summi 口 ava 　was 　issued　and 　formed　 a　 summit 　lava　dome ．　Ali　the　activities　mentioned

above 　 represent 　a 　single 　cycle 　of　eruption 　ceased 　 within 　 a　short 　period　of　time．　Based　on 　the

documentary　record ，　however，　it　is　convinced 　that　the　fumarohc　activity 　was 　continued 　until

しhe　time　ca ．1，100　years　ago ．

　　　　Tsurumi　volcano 　is　composed 　of　highly　dissected　vo ！canic 　edifice 　and 　the　younger 　parasltic

volcanGes ．　Based　orl　the　tephrochronology 　of 　wide
−spread 　tephra，　the　younger 　parasitic　vol ⊂anoes

other 　than　the　Tsurumi−dake　sumrnit 　lava．are 　judged　to　have　been　f〔）rmed 　during　the　period
of 　tirne　ranghg 　from　22，000　to　6，300　years　before　present，　Garan−dake，　Uchi−yarna，　and 　Nanpei−

dai　are 　all　lava　domes 　and 　Oninomi−yama 　alone 　is　a　scoria 　cone 　with 　basaltic　lava　flow，

　　　　The　Tsurum1−dake　sum 洫 t　lava　which 　fi！led　 up 　the　 summit α ater　and 　 formed　a　summit

lava　dome 　flowed 　down 　southward 　and 　eastward ．　One　of　the　lobes　of 　la▽a　flQw　dammed 　up

the　river　resulting 　in　the　develQpement　of　a　volcanic 　fan　formed　from　the　tip　 of　 a ｝ava 　f正ow ．

Judging　from　the　distrbution　pattern　of 　historic　sites　on 　the　fan　and 　the　descriptions　in　the

ancient 　 manuscripts ，　 it　is　 reasonably 　 conc ！uded 　that　 the　 lava　was 　issued　about 　 1，500−1，200

years　ago ．　N工os し of 　the　rocks 　il／ this　area 　is　hornblende　andesite 　or　dacite，　but　a　cornplicated

assernblage 　of　phenocryst ，　name ！y　the　olivine −c！inopyroxene−orthopyroxene −homblende−biotite−

quartz−plagioclase−Fe−Ti　gx〔des　is　frequently　fourld　tn　the　 rocks 　of　of 　these　volcanoes ．

　　　　　　　　　　　　　　は　 じ　 め　 に

　　由布 ・鶴見火 山 は 九州北東部 ，

．
大分県別府

．
市と湯

布院町 の 境 界付近 に 位置 して い る．その 南西方向 に

は活火山 で ある九重 LLI，阿蘇 山，さらに は雲 仙岳 が

連な っ て い る ．由布
・鶴見火 山 で は，鶴見火 山が 867

．年 （貞観 9 年 ）に 噴 火した記録 が あ るの み で ，火 山

・鹿 児島火 学 埋 学 部 地 学教耋
．
ミ．

Departmen し of 　Gcology．　Faculty　or 　Scie［ユ。e ，　Kagoshirna

　Universlty，　Korimoto、　 KagoshiLna、890　Japan．

活動 の 詳細 に つ い て は 不 明 で あ っ た が ，地 質調査 の

結果，か な り新 しい 時代に も激 しい 噴火 をく り返 し、

て い た こ とが 明 らか に なっ た ，

　　由布
・鶴 見火 山 を主 に 論 じた 報

．
告 と して は 松本

（1918）が 唯
一一

の もの で あ る．こ れ は 地質学会の 講演

の 大要で あり，その 詳細 は震災予防調査会 の 報文 に

な る は ず で あ っ た が，出版 に は
．
至 らなか っ た もの で

あ る （松本，1980），こ の なか で 当地域 の岩石 に は，
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一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

94

小 　林　哲　 夫

石英 ・トリデ ィマ イ ト
・
斜長石

・
黒雲母・角セ ン 石

・

輝 石 （ブ ロ ン ザ イ ト ・シ ソ 輝石
・浮通輝 イ1 レ カ ン ラ

ン 石
・磁 鉄鉱 ・リン 灰石 ・ジ ル コ ン ・ピ コ タ イ トな

ど 多様 な 鉱物組合せ ク）もの が あ り，石 英 と カ ン ラ ン

石 が 共存す るもの が稀 で は な い こ と，お よび 由布
・

鶴見 火 山 は瀬戸 内系 で はな く山陰系に 属す る こ と な

どが 指摘 され て お り，噴出物 と して は 阿蘇溶岩 が ・

番新しい と結諭 さ れ た ．

　笠 問 （1953）は 当地域 の 新生代 火 1［「活動 史の 研究
　 　 　 　 　 　 お lニのメみベノま
をお こ な い

， 鬼箕山 が 最も新 しい 火山 で あ り，そ の

噴出年代 を冲積世 前期 と推定 したが．由布 ・鶴見 火

山 と阿 蘇溶岩 との 関イ，殺は 不明 と して い る．

　そ の 後 MATuMOTd1968 ）は，当地域 に 分布する と

考え た 阿蘇溶岩が ，さらに 古 い 時代 の 別 の 火砕流 で

あ る こ と を認め Sh6nai　ignimbrited攵名 した が ，由

布
・
鶴見 火 山 噴 出物 との 関係 は 述べ て い な い ．

　松本 （1982：｝ は 九州 内の 第［Jq紀火山岩類 の 対比 を

お こ な い 、「t］布 ’
鶴見火 LI亅の 活動 1ま．几 璽火 ［ll地 域

な ど 他 の 111陰系 火山 と同様 に 26万 年グ）歴 史を もつ と

表示 した ．

　火 111岩の 分析値 は，高 」
ド山 と鶴見 、［訂 HAY 、、SHIDA ，

1957） お よ び 鬼箕 111rMATg じ』1σ 「o ，1968）の 3 っ が

公 表 さ れ て い る に す ぎ な い ，

　 と こ ろ で 火山地 形 か ら も地質
・
構造

・
形成史な ど

多様 な情報を得 る こ とが で きる （守屋，1978・守屋，
ユ983・凵 本 火 山学会，1984）．さ ら に 火 11E地 形 と 火 砕

堆積物 〔テ フ ラ 層） との 情報を加味すれば，正 確な

火 由層序 と と もに 噴 火現 象 の ト1∫現 や 地 E彡変化の 惟定

も可能 と な る で あ ろ う．

　本報で は，テ フ ラ 層 お よ び 火 1［「地形 ・地質をもと

に 火 山 の 形成史を確 削 し， そ の 火山地質を述 べ る．

さ ら に 地質単位 と して 認め られ る 由布 ・鶴見火 1⊥．1の

最新期 の 噴出物 の 産状 か ら，噴火 現象や そ の 推移 の

再 現 を試 み る 。

　　　　　　 地形 お よ び地質の 概略

　調査 地 域 に は 多数 の 東西系断層 に よっ て 形 成 され

た地 溝帯 が 存在 し，由布 ・鶴見火 山 は そ の 内部 に 位

置す る（第 2 図）．こ れ ら断層の 多 くは 活断層と考え

られて い る （活断層研究会，1980），その た め 占い 火

第 1 図 　1寸亅布 ・鶴 見・」（山の 位 置 お よび 地 形 図，等 高線は 100m 周 隔
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第 2 図 　 断 層分 布図

　Y ，　E臼イ百火 LLI，　T ．喰鳴見 ：♪（山

し km 　 3

第 3図 　火 山 地 形 図

由 体 で は，地塁状 に な る な ど原形 が 不 明 の もの が あ

る ．由布
・
鶴 見 火 山 に は 山体 を切 る 断 層地 形 は 認 め

ら れ ず，ま た 火 山 地 形 もほ ぼ 原形を保 っ て お D ， 両

火 山 と も新 しい 火 ［i［休 で ある こ と を示 して い る （第

3 図）． 高平火山 は その 南東斜面 が 浸食 に よ ト）失 わ

れ て い る か，東方 に 開 い た 大 火 凵 状 地 形 と そ こ か ら

流出 した 溶岩地形 が 認め られ る た め ，由布 ・鶴 見 火

山 に つ ぐ新 し い 火 山 体 と考 え た ．立 石 山，飛岳 も独

立 した 山 体 をなす が ， 本報で は他 の 火 山体 と と もに

居盤 岩類 に 含め た ．

　鶴見火 山 は鶴 見岳 （L374．5m ） を最高峰 と し，内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 b．ら ん

山，大平 山 を含め た 山体 と，儲藍岳 と 鬼箕山 をあわ

せ た 火山群 で あ る ．内山 と大」1・1山を結 』ご稜線の 北と

南側 に 大 きな浸食地形 が あ り，春木 川 お よび 境 川 の

源流 とな っ て い る ．　　　　　 ・

　由 布 火 ［【「は 山 頂部に径 300m の 大 火 目 を もつ 均 斉

の とれ た 火 山体 で あり，豊後富士 の 別名を もつ ．最

高峰は 火 1」縁 西側 の Ilr季で 1583．5m で あ る ．山 頂 火 口

か ら 流 出 し た と考 えられ る溶岩流 も認 め られ，山布

火 山 は 成層火 山 で ある こ とがわか る（第 3図）．山頂

部か ら北 な い し北東 に 向っ て 深 い 沢 が ある の み で，
著 しい 浸食地 形 は 発達 して い な い ．

　鶴見一高平 火凵」を境 に 酉側 は海抜 500〜700m ほ ど

の 高 原状 地 形 で あるが ，東側は海抜 300m 付近 か ら

扇状 地 とな っ て 別府湾に 達 して い る ．こ の よ うな高

度薙 は，基盤 の 地形 を反映 して い る もの と考 え ら れ

朞｝31刈 　グ（ILり也月彡i剽
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る ．塚原を中心 と した高原状地形は，火 山体 の 成長

に ともない 山間盆地 が 土 石流 や岩壻流な どに より埋

め た て られ形成 され た もの で ある ．

　地 溝帯 を境に ，北へ は津房川 ， 南 に は 由布川 が 深

い 溪谷 を刻ん で い る．

　 と こ ろ で 調査地域 の 岩石 の 多くは，斑 晶 に 富 む 角

セ ン 石 安 山岩で あ る．松 本 （1918）の 指摘 した よう

に，カ ン ラ ン 石 か ら黒雲母 ・
石英 まで の 主要な火山

岩の構成鉱物の すべ て を含む岩 石 が 多い ．しか し流

理構造 が あ っ た り，斑 晶量 が 部分的に 異 な るなど，

不均質性 が 目立 つ ．その た め岩体
・
ヵ 所 か らの 薄片

で は ， すべ て の 鉱物を観察 で きな い 場合があ り，岩

石名は岩体 の 複数 箇所 で の 薄片記載 をも とに 命名し

た ．

　な お 火 山 地質 を記述す る 前 に
， 層序学的基礎 の

一

つ に な っ て い る テ フ ラの 層序を述 べ る こ とにする ．

また各火山体 ご との 地形 の 特徴 は 地質記載 の 項 で 述

べ る．

　　　 テ フ ラ の 層序 と由布 ・鶴見 火山活動

　第 4 図 に代表的な テ フ ラの柱状図 を示 す ．広域 テ

フ ラは 対 比 の 手段 と して 最 も重要 で あ り，九 重 山，

阿蘇 カ ル デ ラ，姶良 カ ル デ ラ，鬼界 カ ル デラか らの

テ フ ラが 識別さ れ た ．また 由布
・
鶴見火山か らの テ

フ ラ も存在す るが，最新期の もの 以外は ほ ぼ 土 壌化

して お り，連続層 と して の 識別 が 困難で あ る ．以 下

テ フ ラ を下 か ら順 に 記載す る．

1　 テ フ ラの 記載

　 L 　塚 原降下軽石層（TP ）

　塚原付近 の 厚 い 山麓堆積物の
．
ド部に 3 枚 の 軽 石質

テ フ ラ層が 挾在 して い る．3 者 は 岩質が類似し，か

つ 近接 した層準 に あ る た め，同
一

火 山 か ら餌期間に

噴出 し た もの と考 え ， 塚 原降下 軽石層（TP ＞と総称

し，上位 の もの よ 1）TP −／，　 TP −2，　 TP −3と 命名し た．

　 TP 一
ユは厚 さが 57cmで あ り，岩相か ら 4 層に 識別 さ

れ る．こ の うち最下部層 （厚さ 10cm〕 と最、　L部層（厚

さ27。 m ）は軽石
・結晶

・
火［IIガラ ス か らな F’），淘 汰

が 悪 く，ラ ミナが発達 して い る．中問 の 2 層は 主 に

軽 石 と結晶か ら な り，平均最大粒径値 （粒径 の 大 き

な もの 3 個 の 値 の 平 均値 ）は 20mmで あ る．

　TP −2は厚さ が 13じm で あ り， 平均最大粒径値が 3

mm の 細粒 な軽石 層で ある ．

　TP −3は 厚 さ が 15cmで，ほ と ん ど細粒の ガ ラス 質

火山灰 よ りな る ．こ の ような堆積物 は，降下 軽 石 の

分布主軸か らは ずれた部分 の 堆積物か，または火砕

流噴火 に と もな うガ ラ ス 質降
一
ド火 山 灰層の い ずれ か

と 考えられ る．

　 3 者と も角セ ン 石 を含む 晋通輝 石
・

シ ソ 輝 石安［il

岩 ない しデ イサ イ ト質の 火 山灰 で あ る ．

　塚原降 ド軽 石 と類似 した 軽 石層は，　1一文 字 原 （第

4 図 ，4地 点）に 認 め られ る の み で あ る ．また角セ ン

石 デ イサイ ト質の 火砕流 が ， 鶴 見岳南方の 由布 月［流

域 （寺 月： ・松本．1982）および 立 石 山 の 北 西斜面 に

分布して い るが ，塚 原降 ド軽石層との 関係 は不明 で

ある．

2 ．　 Aso−4火砕流（Aso−4）

　塚 原付 近に 分布す る 山麓堆積物 の ヒ面 か ら2．5m

ド位 に ，オ レ ン ジ色 を呈す る 非溶結 の 火 砕 流 堆 積物

（以 ド火 砕 流 と略 す）の ブ ロ ッ クの 密集した 層準が あ

る ．火砕流 は 発泡の 良い 軽石 と細粒の マ トリ ッ ク ス

か らな るが ，こ の うち最大 の ブ ロ ッ ク（20 × ユOcm）は，

細粒 の マ ト リ ッ ク ス に 富む部分 と結晶 お よび 岩片 に

富む 部分 とか ら な っ て い る ．軽石 の 斑 晶は 角セ ン 石，

シ ソ輝石，斜長 石 ， 不透 明鉱物 で ， Aso−4火 砕流 と

同質で あ る．

　
一
般 に Aso −4火 砕 流 は 谷埋 め の 部 分 で は 強 く溶結

す る が，台地 上 で は 非溶結部 が 卓越する （小 野他 ，

1977＞．阿蘇火 1．Llの 北東，九 重火 山 の 山麓に もAso −4

火砕 流は広 く分布 して い るが，周辺 よりも高 い 台地

ない し尾根状部分 に 分布する もの は，薄 く非溶結 で

あるが ， そ の 基底部分 に は厚 い 岩片集積 層（Ground
layerlWALKER　 et 　 al ，

198／）を と もなう （小林，

未発表資料）．こ の ように 薄 い 非溶結部分 に は，吹 き

ぬ け バ イ プ は 認め ら れ な い ．そ れ ゆ え，塚 原 に 産す

るAso −4火 砕流 ブ ロ ッ クに み られ る岩片 お よび 結晶

の 濃 集部は，吹 きぬ けパ イプ で はな く，岩 片集積層

に 相 当す る と考 えられ る ．火砕流中の 軽 石 の 平均最

大粒径値は 30mm，岩片 集積層 中の 岩 片 の そ れ は 19mm

で あ る．

　非溶結 の 火 砕流 ブ ロ ッ クが 密集 して い る こ とは，

原堆積 地 か らの 移動量 が 大 き くな い こ と を意味 して

お り， ほ ば こ の 層準に 堆積 した もの と判断 される．

しか し塚 原降下 軽石層 との層序関係は不明 で あ る．

噴 出年代は約 7 万年前 で ある〔MACHIDA　and 　ARA 【，
1983）．

3．　九 重第 1 軽石 層（Kjp1 ）

　鶴見 岳南方 （第 4図，1地 点 ）に は，下部12emが 青

灰色 火 山灰 と黄灰 色 ガ ラX 質火 山灰 の 互 層で あ り，

ヒ部30Cm以 ヒが 降下軽 石 （平均最大粒径 値12mm）よ
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　 　 　 　 　 　 第 4 図 　テ フ ラ柱状 図

Mi ：水 i．IILT火 山 岩．　 D ： 1［1麓 堆 積物 〔［．石 流お よ び 岩屠 流

∫佳f責物 ），　TP 〔TP1 − TP ：i｝；塚 原】二葦
一
ト
．
車釜イf層，　ASO −4 ：illl∫

蘇一4火 砕 流，K 丿P 、 ：几 重 第 1軽石 層，　 AT ．姶良Tn 〔AT ）

火 山 灰 層，Ah ：ア カ ホ ヤ 火 山 灰 層，　 KS　I米 窪 ス コ リア 層，
YA1 ：由布岳火 山灰 層，　 TD ：塚 糠 火砕 流，　 S ： ス コ bl ア 層，
L ：礫 質椡．粒 火 山灰 層，各柱状 図 の 位 置 は 第 5 隊［に示 L て あ

る ．

りなるテ フ ラ層が あ る．小野 （1963）は九重山麓に

お い て こ れ らをDお よび P1 と命名し，と もに 九 重火

山起源 で あ る と した ．町田 （1980）は 大分県大 野 II「

流域 に 産す る降下軽石 を九重 第 1 軽石 層 と命 名した ．

由布
・
鶴 見火 山地域 で は，小野 （1963）の D 層が 欠

如 して い た り，不明瞭な場合 が 多い ．そ の た め 本報

で は 両者をあ わ せ て 九 重 第 1軽石層と よぶ ．こ の 軽

石 層 （P 王）中 に は ， 青灰 色岩片（本質物質と思 われ る ）

が特徴的 に 含 まれ て お り，D 層が 欠 如 して い る場合

で も対 比 が容易で あ る．町 田 （1980＞は 噴 出年代 を

3 〜3．5万年前 と推定して い る ．

4． 姶良 Tn 火 山灰層（AT ）

　こ の 火山灰層は鹿児島湾の 湾奥部を中心 とす る姶

良カ ル デ ラ の 22，000年．前の 大噴火に よ り形成 さ れ た

淡黄色 の ガラス 質火 山灰層 で あ り，第 4 図の 3 およ

び 5 地点 で は 保存状 態 が 良 い ．．
般 に こ の 火山灰層

の 直下 は 灰褐色 を帯 び て お り， 本層 が単
一一

層 と して

識別 で きな くとも，そ の 層準 の 土 を水洗 い し，鏡 ド

で 観察す る と，や や 厚み の あ る透明 な火 山 ガ ラ ス が

見出 され る ．

　第 4 図 の 3地 点 で は，最 ド部 2cmは 細粒軽石層で

あるが，上部 15cmはその 基底部 に 軽石 （平均最大粒

径値 5mm）を と もな い ，上 方に 向か っ て ガ ラ ス 質火

山灰 に 移化す る単調 な級化層埋 を示す ．こ の 産状 は

早 川 （⊥983）の 示 した 姶良 Tn 火 山灰 （AT ）と宿毛

火 山灰 （SKM ）の 関係 と同 じで あ り， ド部 2cm は

大隅降下 軽石 に相当 し，−Il部15¢ m が 入 戸 火砕流 の c：o
−

ignimbrite　ash ，す なわち AT で あろう．

5， ア カ ホ ヤ 火 山灰 層（Ah ）

　 こ の 火 山 灰層は，約 6，300年前の 南九州 鬼界 カ ル デ

ラの 火 砕流噴火 に よ っ て 生 じた 細粒 なガラ ス 質火 山

灰層で あ り，特徴的な オ レ ン ジ 色を呈す る （町 田 ・

新井，1978）．最 大層厚 は 35cmで あ る ．南 九 州 で は 基

底部 に 軽石，小岩 ft　，結 晶，火山豆 石 を と もな うが，

本地域 で は 基底部 は小結 晶 に富む が ， 大半 は 火 山 ガ

ラ ス よ りなる．
　 　 こめ く ぽ

6． 米 窪 ス コ リア層（KS ）

　 こ の ス コ リ ア 層は ， 九 重 火 山 の 束半 を占め る 大船

山の 山頂付近 の 米窪 火 口 か らの 噴出物 で あ り，ス コ

リア の 平均最大粒径値 は 17mmで あ る ．堆積後の 地 層

の か く乱 な ど で真 の 厚 さ は 不 明 で あ るが ，第 4 図 の

3 地点 で 3 〜 5cm の 厚 さと推定 され る ，岩質は 普通

輝石
・シ ソ輝石安山 岩 で ある．噴出年代は不 明 で あ

る が ， テ フ ラ の 層序 か ら 判断する と，5，000〜3，000

年前 と推定 され る ．

7． 由布 岳火 山灰 層（YA 　1 ）お よ び塚 原火砕流（TD ）

　第 4 図 の 3 地点 で は アカホ ヤ 火 山灰層（Ah ）お よび

米窪 ス コ リア層（KS ）の さ ら に ヒ位に ，青灰色〜
紫

灰色 の 火 山灰層 （YA1 ）が ，ま た 6 地 点 で は 火 砕 流

（TD ）が 重 なっ て い る．両者とも由布岳 を中心 に 分布

して お り，
か つ 同

一・
層準 に あ る た め ， 同

・
活動期 の

噴火 の 産物と考 え られ る．現地表付近 に 堆積 して い

る 1識別 可能 な テ フ ラ と し て は，最新 の もの で あ る ．

こ の 火 山 灰 お よ び 火砕 流の 詳細 は 後述す る ．

　な お S お よび L は ， それ ぞ れ ス コ リア層 と礫質 の

粗粒 な火山灰層を い う．L は 近 くの 火山か ら の 噴出

物 で あ る が， S は米窪 ス コ リア 同様，九 重 火 山 か ら

飛未した 叮能性 もある ．

II　 テフ ラか ら推定 され る由布・鶴見火山の 活動年代

　由布 ・鶴見火 山 の 最初期 の 噴出物 を特定 で きて い

な い た め ，火 山 活動 の 開 始 年代 は 不 明 で あ る が 、テ

フ ラ の 柱状 図 か らお お まか な年代は 推定が 可能で あ

る．以 下第 4 図の 柱状図 にも とつ い て述 べ る．

　 ⊥地点 で はノし重第 1軽 石 層 （KiP ］）をは さ み，そ

の 上 下 に 土 石 流 堆積物 が 存在す る．こ の うち下位 の

もの は ，当地域 の 某盤 を構成する小鹿 山 火 「ヒ岩か ら

由米 した もの で あ る．上位 の もの は 由布 ・鶴 見火山の

岩 石 と同質の 角セ ン 石 安 ［U岩 よ りな る ．こ の 物質 の
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供給源 と して は，本地 域 で は鶴見 火山 以外に 考 え ら

れな い ．それ ゆ え鶴見 火 山が 南方 に 土 石 流 を供 給 す

る ま で に 成長 した の は，約 3万 年前 と推定 され る ．

　 2 地点 で は Kip1の 下位 に ス コ リア 層（S）と小岩片

に とむ 礫質 の 火ILI灰層（L ）が ある．こ の うち ス コ リ

ア は 九里 火 山起源 の 可能性 もあ る が，礫質 の 火 山 灰

層は，岩片 の 平均最大粒径 値 （15mm）か ら考え て ， 由

布火 山起源 と考え ら れ る ．

　 こ の ような産状 か ら，由布・鶴見火 山 は と もに KjPi

（3〜3．5万年 前）よ りは古 い 時代か ら活動を開始 した

と考 えられ るが ，Aso−・4火 砕流 （7万年前）との 関

係は い ま だ不明で ある．なお高平 火山の 斜面の 延 長

．ヒに あ る と考 え られ る塚原 に お い て，塚 原降下軽石

層や Aso −4火砕流 が 見出されるこ とか ら， 高平火 山

の 形成 は 7 万 年 よ り もさ らに 古 い 時代 で あ る ．

　また 広域 火 山灰 と 火 山体 の 被覆関係 を調 べ る と，
　 　 　 　

’
が ら ん

鬼箕 山 や伽藍 岳な ど鮮 明な火山地形 を保 っ て い る 火

山で も， AT 火 山灰 （22，000年前）よ
t）は新 しい が ，

Ah 火 liI灰 （6，300年前）よ り も古 い こ とが 判 明 し た．

た だ 池代溶岩，由布岳 山頂溶岩お よび鶴見岳山頂溶

岩 は Ah 火 山灰 よ り も上位 に位 置 して お り ， 溶岩の 流

出を と もな う火 山活動 が 現世 に も行 なわれて い た こ

とを示 して い る．

　　　　　 各火山お よ び火山岩の記載

　由布 ・鶴見 火 山な ど新 しい 火 山 で は．溶岩流
一
枚

ご との 識別 が 可能な場合が 多い ．その た め 岩体 名は

溶岩 の 単位 で 命名した が ， II哉別 で きな い もの は 火山

体 を
．

つ の 岩体 とみ な し命名 した ．

1　 基盤岩類
　 　 いし き カじわ
1．　　石城 Jl1累層（ls）

　調査地域 の 南東部，別府市街地 に 面 した 丘 陵を構

成する凝灰角礫岩，孑嬲天質砂岩 で，ほぼ水平 に 堆積

して い る地層 をい う．岩質は輝石安山岩，普通輝石 ・

カ ン ラ ン 石安1．【．i岩等 の 礫 か らな tr），笠 間 （1953）に

よれば ， 本累層 の 上部 は 小鹿 火 山岩 と 同時異層の 関

係で ある ，

2． 小鹿山火山岩 （Oj）
　 　 　 　 　 　 　 　 お じ か

　鶴見岳の 南方，小鹿 山 を中心 と して 分布する安山

岩溶岩，火 砕岩の 総称．火山 の 原形 また は溶岩流 の

表面地形 な ど は認め られ ない ．岩 石 は 角 セ ン 石 ・シ

ソ輝石 含有普通輝石
・カ ン ラ ン 石安山岩 で ある ．

3． 倉木山 火 山岩（Ku ）

　調 査地 域 の 南 西 部 に わ ず か に露出す るが，噴出中

心 は南方 の 倉木山 と推定され る．岩 石 は角 セ ン 石 含

有普通 輝 石 ・カ ン ラ ン 石 安 山岩で あ り，小鹿 ［ll火 山

岩 と類似 するが ，それ ぞ れ独立 の 山 体 をな して い る

た め ， 別個 の 名称 を用 い る．
　 　 ひ な ど

4． 雛 戸 山 火 1Ll岩 （Hi）

　雛 戸凵」を中心 に地塁状 に産す る 火 山噴出物 をよぶ ．

主 に 溶岩 の 累積 よ りな り
， 飛岳の 基 底部 に もわずか

に 露出する ．岩石は シ ソ 輝石
・普通輝石安山岩 で あ

る ．

　鎌 田 ・村岡 （1984）に よると，雛 戸 山北東山麓 の

岩石 の K −Ar 年代 は 2．4± 0．5Ma で あ る 。

5． 水 i咄 火 山岩 （M ）

　こ の 火 山 岩 は 由布 火山南側 の 第 2 図 に 示 される断

層崖 を構成 す る溶岩 で あ る．台地状 の 地形 を示すが ，

南方 に 約10度 の ゆ る い 傾 斜面 をもつ ．それ ゆ え噴火

中心 は 断層崖よ り も北方に あっ た と推定さ れるが，

現在 は由布
・
鶴見火山等の 新期 の 噴 出物 に覆わ れ て

し ま い 露出 して い な い ．岩石 は シ ソ輝 石
・角セ ン 石

デイサ イ トで あ る が，流理 構造 の 発達 した 部 分 に は，

斑晶 として カ ン ラン 石
・普通輝石 ・石 英 が さらに 加

わ っ て い る ，

6．飛岳 火山岩（To）

　飛 岳は 比 高300m の 小 火 山 で あ ））　t 主 に 溶岩 よ り構

成 され て い る ．北 お よ び 南麓 に は ， 断層地形 が 認め

られ る．溶岩円頂 丘 と考 えられ るが火由地形は 明 瞭

で は な い ．岩石 は 石英 ・
黒雲母含有シ ソ 輝 石

・普通

輝石 ・角セ ン 石安山岩 で あ る が，ご く稀 に カ ン ラ ン

石 を含む ，

7 ，立 石 山 火 山岩 （Tat）

　立 石 山 は 由布 火山 北西方向 に 位置す る比高 400m

程 の 火 山体 で あ る ．山体 に は 断層 お よ び 河 川 の 浸食

地 形 が 発達 して い る．調査地域 内に は 溶岩 が わずか

に露出す る の み で ， 火 山体 の構造 は不明 で あるが ，

予察では北西斜面 に シ ソ 輝石 ・角 セ ン 石 デ イサイ ト

質軽石 より な る 火砕流の 分布 が 確 認 さ れ た ．岩 石 は

主 に シ ソ 輝石
・角セ ン 石安山 岩ない しデイサ イ トで

あるが ，カ ン ラ ン 石 ， 普通輝石 を含 む もの もあ る ，

II 高平 火山

　別府市北西 部 の 高台 をなす山体 を高平山火山 と よ

ぶ ．北 お よ び 西方 に は なだ ら か な ス ロ ープ をもち，

鶴見火 山 の 基盤 と なっ て い る．一一
方，別府市街地 に

面して 急斜面が 連 な り，馬蹄形の 火 口 状地 形 も認 め

ら れ，そ こ か ら は 溶岩 が 流出して い る，また 実相寺

山 は 扇状 地 堆積物 に 埋 め た て られ て お り，そ の 所属
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は 不 明 で あ るが，岩質が 類似す るこ とか ら，高平 火

山 に 含め た ．以上 3 者をあわ せ て高平火山 と よぶ ．

1． 高平山火山〔Tak）
　火 山体の 南東部は 欠如 して い る が ， こ れ は 大 きな

高度差 の あ る幕盤地形 の 境 界部 に 火山が成 長 したた

め に ，低 まっ た部分 が 容易 に 浸食され て しま っ た た

め で あ ろ う，また 馬蹄形 火 口 の 形成 も浸 食地形 を著

しい もの に した ．山体 の 西お よび 北方に 広 がる高原

状 の 緩斜面 は，主に岩屑流お よび土 石流堆積物に よ

っ て 構成 され て い る．第 5 図 4 地点 で は，高温酸 化

を示す熱雲状堆積物で あ り，厚さ は 数 10m に 達す る．

また 5 地点 で は完全 に は炭化 しき っ て い ない 木片を

多数含 ん で お り，土石流堆積物 と考え られ る ．こ の

ような岩屑流 ・土 石 流 は，東方 に 開 い た 馬蹄形 火 口

の 形成よ りも古 い 時代の 噴火あ る い は 山体崩壊 に よ

り発生 した と推定され る ．露出が 悪 く ， 土 石 流，岩

暦流堆積物 の 層序や分布が 明らか で ない ため ， 独 立

した地層単位 と はせ ず，火 山麓堆積物 と しで 据 し

た．岩石は石英
・普通輝石含有 シ ソ輝 石 ・角 セ ン 石

安 山 岩 な い し デ イサ イ ト（SlO2＝63．5％）で あ る。

2． 実相寺 山溶岩 〔Ji）
　別府市街地 に 分布し，高さ100m 程 の 小山をつ くる ．

扇状地堆積物 に 埋 め た て られて お り，そ の 基 底部は

不明 で ある が，形態か ら溶岩円頂 丘 と判断 され る ．

岩 石 は 角 セ ン 石 斑 晶に 富 む シ ソ 輝石
・角セ ン 石安山

岩ない しデ イサ イ トで あ る．
　 　 か ん な わ

3．　鉄輪溶岩 （Ka ）

4
　 ■ 4　 　 ．

ζ
ー
十
111

YUF

膨贐胸曲曲曲鹵曲曲鸚蠱薗直］繭

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 5 図 由布 ・鶴 見火 山の 地 質図

1 ．火 山 麓堆 積物（岩屑流 ・土石 流 ・崖す い 堆 積 物な ど），2 ，鶴見 岳 山 填 溶岩，3 ，由 布舟 亅田 貝溶 岩，4 ，池

代溶岩，5 ．鬼箕 山 溶岩，6 ．伽 藍 臨 容岩，7 ．内山溶岩お よび 内山南 溶岩．8 ．南平 台 溶 岩，9 ．由 布岳側

火 山 溶 岩類，10．由布 岳基底 火 山岩，11，鶴見岳基 底 火山 岩，12．鉄 輪 溶岩，13．実相寺 L［1溶岩，14．高 平山

火 山岩，15，立 石 lll火 山岩，16．飛 岳 火 山岩，17．水 口 山 火 山岩，18．雛 戸 山 火 山岩，19．倉木 山 火 山岩 t　20 ．小
鹿山火 山岩，21．石城 川累層，22 ，火 口 ，23．急崖　 1 〜7 の 数字は テ フ ラ桂状 図 （第 4 図）の 位置 を示す．
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第 6 図 　 由布 ・鶴 見 火山 の 断 面図

　 馬蹄形 火 口 か ら東方に 流下 し，海岸付近 に まで 達

し た 溶岩を鉄輪溶岩とよぶ ．径 1．5kmに 及ぶ 馬蹄形 火

口 は，大規模 な山体崩壊 を と もな う噴 火 に よ り形成

され た もの で ，溶岩流出は それ に ひ きつ づ く火 山活

動 に よる もの と推定される．火口 底で は現在 で も噴

気活動 が 盛 ん で あ り ， 湯 の 華を採取 して い る ．ま た

周辺 の 岩石は，著 しい 熱水変質作用 をうけて い る，

こ の 付近 には ，水 蒸気爆 発 あ る い は 地すべ りに よ る

と考 え られ る 小 凹 地 が み られ る ．

　鉄 輪温泉付近で は赤褐色 の 角礫状岩体 で あ る が ，

先端 部 で は灰 白色塊状 の 溶岩 とな る．こ の 先端部 の

岩 石 は 実相寺山溶岩 と類似す る が，角セ ン 石 の 斑 晶

量 は 少 な い ．溶岩 の 周辺 部 は 扇状地堆積物 に 覆 わ れ

て い る が，厚 さ を 75m と仮定する と，溶岩 の 体積 は

0 ．28kmi
’
とな る ．噴気活動 が 現在 も継続 して い る た め

それ ほ ど古 い 溶岩 とは 考え られな い が ，テフ ラに よ

る時代推定 は で き な か っ た ．暑 イ淋 普通 輝石 含有 シ

ソ輝石 ・角 セ ン 石 安 山岩 ない しデ イサイ トで あ る ，

III 由布火山

　由布 火 山は 比 高 1
，
000m の 小型 の 成層 火 山 で，山 頂

部は 火 口 をもつ 溶岩 円頂丘 に 占め られ て い る ．成層

火 山 の 内部 は新期 の 噴出物 に厚 く覆われて お り， 北

斜面 の 沢 に も露出 して い な い ．火山 体 の 体積 は約4．2

km
“
で ある。

1． 由布岳1貝1」火 山溶岩 （Pl 〜P6 ＞

　II麓 をと りま くように分布する溶岩 を側火 山 の 噴

出物 とした ．こ の うちP4 と P5 は 明 らか に 山麓 に 噴

出 口 を もつ が ，P3 と P6 は ［il頂火 口 か ら流下 した 溶

岩流 で あ るか もしれ な い ．P1 と P2 も山麓 な い し lr「

　 　 　 O　　　　 km 　　　　 2
0m 　　　 L −一一一一L−一一一一

1500m

Om1500m

Om

頂か ら流下 した溶岩 と思 わ れ る が ，その 表面地 形 は

他よ 1）不鮮 明 で あ る ，P4 は とが っ た 山 頂 を もつ 溶 岩

円頂丘 で あるが，その
．一
部は溶岩流 とな っ て 流下 し

て い る，P5 は 二 重 火 山 の 形態を示す が，こ れ は 溶岩

円頂 E の 頂部が 凹 ん だ結果生 じた もの で あ ト），単
一一

の 火 山体 で あ ろ う．広域 テ フ ラ との 関係 の わ か る露

頭 は 少 な く，わずか に P3 が AT 火 山灰 に覆わ れ て い

るの が 観察さ れ る にす ぎない ．側火 山群 の 中で は，P4
・P5・psは表面地形が良 く保存 されてお り，AT 火 山灰

灰 とAh 火 1」」灰 に は さ まれ た層準，すな わ ち22，000年

前か ら6
，
300年前 の 間 に 形成 され た もの と推定 さ れ

る，各溶岩の 岩石 名は以下 の とお りで ある．

OPl ：黒雲母 石英 ・カ ン ラ ン 石含有普通輝石
・シ

　 ソ 輝 石 。角セ ン 石安山岩

OP2 ： シ ソ輝石 ・角セ ン 石安 山岩で あ り，特 に 流理

　構造が 発達 して い る ．

QP3 お よび P4 ：黒雲母
・
シ ソ輝石

・
カ ン ラン 石含

　有普通輝石 ・角セ ン 石 安 山岩

OP5 ：石英
・
黒雲 母 ・シ ソ 輝石 含有普通輝石 ・角 セ

　 ン 石 安 山岩

OP6 ：黒雲母
・
石英

・普通輝 石
・
カ ン ラ ン 石 含有 シ

　 ソ 輝石 ・角 セ ン 石 安 山岩

Z．　池イ嚇容岩（lk）

　由布 火 山北 ない し北西斜面 を構成する溶岩で あ り，

溶岩流 を と もな う溶岩 円頂丘 の 形態 を示す ．円頂 丘

は 約 40
°
の 急傾斜 の 崖す い 斜面をもち，山頂付近に は

内側 に 湾曲 した 滑落崖 が み られ る ．そ の 円頂 丘 の
一

部 が 溶 岩 流 とな り，北 方 に 流 下 して い る の が 北 斜面

の 沢 の 断面 で 認め られる．塚原 に点在す る 流れ 山 も

池代溶岩の 活動 と関連 して 形成され た もの で ある．

喧 出物 は す べ て Ah 火 山灰 ，米窪 ス コ リア 層 よ tr］も上

位 に 堆 積 して い る ，岩石は 石英
・
黒雲母含有カ ン ラ
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ン 石
・普通輝石角セ ン 石 安山岩 で ある．体 積 は 0．14

k  で あ る ．

3． 由布 岳山 頂溶岩（Yu ）

　北斜面 の 沢 の 源流部 で は、池代溶岩を覆 っ て ， 厚

さ10m 以上 の 火 山角礫 岩層が 分布し，由 布岳山頂溶

岩が その 上 に の り上げ て い る の が 観察 で き る．こ の

溶岩 は 北方以外の 三方向 に 流
一
ドし， ［」」腹 の 途中で 止

まっ て い る．山 頂付近で は 大 きな盛 りあが りを示 し，

山 麓 か らみ る と頭 部 の とが っ た 溶岩円頂 丘 の 形態 を

示す が，径 3（X）m の 大 火 口 を もつ ．

　南麓に は最大径 5m の 多数 の 岩塊が 散乱 して お り，

その 表面 に は特徴的なパ ン 皮状 の 亀裂 な ど，急冷構

造 をもつ もの が 多い ．南麓 に の み 分布す る こ とは，

山頂 火 口 か らの 放 出物 で は なく，溶岩流前面の 崩壊

に より生じた岩塊である こ と を示 し て い る ．山頂部

の 岩石 は 石 英 ・黒雲母 含有普通輝 石
・
角セ ン 石 安山

岩で あ る が，南方 に 流下 した溶岩お よび 山麓に散在

す る岩塊 に は カ ン ラ ン 石 斑 晶 も含 まれて お り，溶岩

先端部 の 崩壊 説 を裏づ けて い る．こ の こ とは また 山

頂火 冂 が爆裂火 口 で は な く， 溶岩 が 急速 に 火 道内 に

流下 した結果生 じた一一・
種 の 陥没地形 で あ る こ とを示

して い る ，しか し大 火 口 内 の 小 さ な 火 口 は，そ の 後

の 噴 火 に よ っ て生 じた 爆裂火 口 で あ ろ う．体積 は 約

O．014kmlで ある．

IV　鶴見火山

　鶴見火山 は 由布火 山に くらべ 浸食地 形 が 著 しく，

別府扇状地 へ の 物質 の 供給源 と な っ て い る ．鶴見岳

山頂の 北側 で，海抜 1；200m 付近 に は噴気孔 がある．

火 山体 の 体積は，3．5屬 と推定 され る ．

1， 鶴見岳幕底火山岩（TB ）

　 火 山地 形 の 明 瞭 な単成 火 山以外 の もの を
一一一

括 して

基底火由岩 と よぶ ．大平 LIIは東側 の 火山 斜面以外 は

浸 食に よ り失 な わ れ て い る ．テ フ ラの 層序 か ら推定

す る 限 り， 形 成年代 が 由布火山 と それ ほ ど違 わ な い

に もか か わ らず， 著 しい 浸食地 形 の 差異が 生 じた 原

因 と して は，1）落差の 大 きな基盤地形 の 上 に 火 山 体

が 形成 さ れ た　2）複数の 火 山体 の 集合 よ りなる　3）

爆発・崩壊現象 が 多か っ た，こ と な どが あ げ られ る ．

　地形 か ら噴火中心 の 場所を推定す る と ， 大平山 ，

内山，内山
一

鶴 見間，鶴見岳付近 を中心 とする 火 山

体 が 考 えられる．また 内山
一

鶴見岳 の 間 に は 岩脈 が

あり，複数の 火山体 か ら構成 され て い る こ と を示 し

て い る ．

　岩石 は 山体ご とに 斑 晶組合せ に 多少 の 差異 は あ る

が ，す べ て 角 セ ン 石 安 山 岩な い しデ イサ イ トで あ る ．

春木 川 上流 で は，シ ソ 輝石
・角セ ン 石安山岩，石英

含有普通輝石
・角セ ン 石安山岩，大平 山 で は ， 石英

含有 シ ソ 輝石 ・角 セ ン 石安山岩 で，ご く稀 に 黒雲母

を含む ．鶴見 岳を中心 と した南部の 山 体 で は，カ ン

ラ ン 百
・
石英含有 シ ソ 輝 石 ・普通輝石 ・角セ ン 石 安

山岩 が 卓越する ，

2． 内山溶岩 （U 上）

　基底火山 体 の 浸 食火 L1縁
．
−Eに位置す る溶岩円 頂 丘

で あ る が ， 他 の 新期 の 火 山体 に くらべ 山腹 の 浸食が

進んで お り，また 山頂部の 溶岩微 地 形 も明 瞭で な い ．

岩石 は 孑i英 ・普通輝石 ・カ ン ラ ン 石 含有 シ ソ 輝石
・

角 セ ン 石 安山岩 で あ るが ，山体の 中央部に の み シ ソ

輝石
・黒 雲

．
母 ・石 英 含有角セ ン 石 安 「」1岩ない しデ イ

イ］・が存在す る ．体積 は0．04面 で ある，

3． 内山南溶岩（U2 ｝

　溶岩円 頂 丘の 頂部 に は，湾曲 した 溶岩 じわな い し

滑落地 形 が 認 め られ，山 麓 に か け て は 急 な 崖す い 斜

面が広が っ て い る ，大 きな沢 が 西斜面 に あ り， 海抜

1，000m付 近 で 溶岩 と角礫状 の 崖 す い 堆積物 との 境

界が み られ る ．Ah 火山 灰 は 山麓の 崖す い 堆積物 の マ

トリ ッ ク ス と して 巌す る．岩石 は カ ン ラ ン 石 ・黒雲

母 ・石 英含有 シ ソ輝石
・ill通 輝石

・角セ ン 石安山岩

で あ る，体積は0 ．05kmで あ る ．
　 め

げ
ら ん

4．伽藍岳溶岩 （Ga）

　 比高が 250rnの 溶岩円 頂 11で あ り，北 な い し西 万に

は崖す い に よ る斜面が 発達 して い る ．南方 に 開 い た

火 口 状 の 地形 が 認 め られ ， 噴気活動が盛ん で あ る ．

山頂部 は 2 つ の 円頂丘 の 合体 で あ り，その 境 界部は

角礫化して い る ．両者 は ほ ぼ 同時に 噴出した もの で

あるが，東側 の 円頂丘 の 方が 高 く， 西側 に の り一Lげ

て い る ．緩斜面上 に 形成 された溶岩円頂丘 の ため，

［」順 部 に 溶岩の 滑落地形 は な い が，北東〜南西方向

に の び る地溝状 の 落 ち こ み が 認 め られ る ．こ れ は 活

断層で は な く，溶 岩円頂 llf：に しば し ば 認め られ る 山

頂部 の 陥没現 象の
一
種 と考 えられ る．

　 溶岩 とAh 火 山 灰 層 の 被覆関係 は 不 明 で あ る が，

十文字原 （第 5 図．4地 点）の Ah 火凵1灰層の 下 に は，

平均 最大粒径値 が 58mmの 礫 質 の 火 山灰層が あ
1），噴

出源 は 伽 藍 岳と考 え られ る ．こ の 火 山 灰 の 層準は，

遺跡 と の 関係 か ら7，500年 より占い と推定 される．

　 伽轄島西 の 沢 ぞ い に は ， 著 し く変質 した 暑 石 や 粘

土 か らな る土 石 流堆積物 が，由布岳火 山 灰層よ り．卜

位 と，Ah 火 山灰層よ り 冒立の
tt
層準 に，認め ら れ る ．
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しか し同質の 火 山灰 は ， 沢 ぞ い 以外 の 所 に 分布 して

い ない ．こ の こ と か ら火 口 状 の 地形は主 に 崩壊 に よ

っ て 生 じた もの と考え られ る ，噴気活動 は 伽藍岳が

形成 され た 以 降継続 して お り， 変質作用 の 進行 に と

もな い 崩壊が く り返 さ れ た の で あ ろ う．岩石は石英

・
カ ン ラ ン 石 含有 シ ソ 輝石 ・普通輝 石 ・角セ ン 石安

山岩 で あ る．体積は O、2賦旧で あ る．

5． 鬼箕山溶岩 （On ＞

　 伽藍岳西方の 小 ス コ iJ ア 丘 と溶岩を
一

括 して 鬼箕

山溶岩 とよぶ ．X コ リア丘 は比 高 30m で，西方に 開

い た径 140m の 火 冂 をもち，そ の 表面 に は最大 2．5m

の 紡 す い 状 火 LIJ弾 が 産す る．火 口 壁 で は ス コ リア と

火山弾が溶結 し，ア グル チネイ トとな っ て い る ．

　 溶岩流の 表面 に は，多数の しわ状地形 が み られ，

また ア グル チネイ トの 岩塊 が散在して い る．そ の 溶

結面 の 傾斜 は プ ロ ツ ク ご とに 異 な り，その 場 に 形 成

され た小型 の ス コ リア 丘 で は な い こ と を示す．ス コ

リア 噴火 と溶岩 の 流 出が同時 に進行 したため，火 口

縁 で 形 成され た ア グル チネイ トが溶岩上 に くず れ落

ち，溶岩流 に よ っ て 運ばれた もの で あ ろ う．ス コ リ

ア 丘 の 西 半 が 欠 け て い る の も こ の 考 え を支 持 して い

る．岩 石 は シ ソ 輝石 ・石 英 ・黒雲母 ・角セ ン 石含有

普通輝石
・
カン ラ ン 石安山岩 （Sio2＝53％）で あ る．

体積 は 0．015k  で あ る ．

6 ． 南平台溶岩（Na ）

　鶴見岳南西側 の 崩壊状地形 の 内部 に 位置する溶岩

1il頂丘 で あ る ．山体に は 多数 の 亀裂 が 認 め られるが，

内 山南溶岩や池代溶岩 の ように湾曲して お らず，ほ

ぼ 直線的で あ る．こ れ は南平台溶岩 が ほぼ岡結 した

後に，地震あ るい は 何 らか の 原因 で 滑落 した ため で

あろ う．Ah 火 山灰 が崖す い 堆積物の マ トリッ クス と

して産する．岩 石 は 石 英 含有 シ ソ 輝石 ・普通輝石 ・

角 セ ン 石安 LII岩で ある ，体積 は0，06k  で ある，

7． 鶴 見岳山頂溶岩 （Ts）

　 こ の 溶岩は鶴見岳山頂付近 に 噴火 口 をもち，山頂

火 口 を埋 め た て ，南 お よ び 東方 に 流 下 し た 溶岩流 で

あ る ．溶 岩 の 表 面 は 新鮮 な塊状溶岩 の 形 態 を保 っ て

い る．その 表層部 に は 由布岳火 山 灰層が存在 しない

の で ， そ れ よ り も新期 の 噴 出物 で あろ う．南東山麓

に は 多数 の 岩塊が集積 して い るが ，こ れ は 溶岩流出

時 の 崩壊 堆 積物 で あ ろ う．岩 石 は 黒雲母 ・カ ン ラ ン

石・石 英 含有普通輝石 ・角セ ン 石安山岩（Sio2；60％）

で あ る ．体積は0．15k  で ある．

由布 ・鶴見 火 山の 最新の 噴 火

1　 由布火山

　肉布山 麓に は 流れ山 地 形 をもつ 塚 原火砕流 と由布

岳火山 灰層が あり， 両者は 由布火 山最新 の 牽物 で あ

る ，こ こ で は こ れ ら堆積物および 火山体の 特徴 を記

載 し，噴火現象の 再 現 を試み る ，

1．塚原 火砕流 の 産状 および 分布

　塚 原 火 砕 流は 由布 火 山 の 西 半の 山麓に 分布する

（第 7 図），岩塊お よびその 細粉 よ りなる無層理 の 堆

積物 で あ る が，2つ 以上 の flow　 unit が 認 め られ る。岩

塊 の 最大径 は 1Qn1をこす．飛岳との 間の 低地 を埋 め

た堆積物で は，lem 以上堀 り下げ て も下位の 腐植 土

壌が 現 わ れ な い ．厚い 堆積物 の 上半部 は 赤偈色一紫

灰色を呈 する が 下半部は青灰色で あ り，表層部 の 変

色は 堆積後 の 高温 酸化の た め であろ う．ま た塚原 で

は表層付近 に多数 の 吹 きぬけパ イプ 構 造が み られる．

こ の ような高温 の岩塊 よりな る 火砕流 は然別火 山，

榛名火 山の 山 麓 に もみ られ，メ ラ ピ 型 の 熱雲堆積物

と同様の 成 因 が 考 え ら れ る（安藤
・由岸，

1975）．

　流 れ 由は塚原周辺 に の み密集 して お り， Jllを隔 て

た対岸 に は 少 な い ．流れ山 の 最大径 は130m ，高さは

20m ほ どで あ る ．そ の 内部は岩塊お よび そ の 細粉 が

雑然と して い る が ，
メ ガ ブ ロ ッ ク （MIMURA　 and

KAWAcHI，1981） も認め られる，こ れも全体 として

高温酸化 をうけ て い る ．塚 原に の み 流 れ 山が 多い 理

由は ，こ の 方向 に 流下 した 火 砕流の 構成物質の 粉砕

度 が 小 さ くメ ガ ブ ロ ッ ク と して 残 り えた こ と，お よ

び そ の 火砕流 が盆状 地形に 入 りこ み 急速 に 速度が 減

じた た め と推定さ れ る ．なお対岸の 斜 面に は 30m 以

上 の 高さに まで 火砕流 が の りあげ堆積 して い る （第

6図，C−C
ノ
断面）．こ の ような堆積状 態 は Depositional

ramps 構造 （SuzuKI　 and 　UI ，
1982）と 呼 べ る ．

St．　 Helens火 凵」の 1980年の 山体崩壊 に よ る ドラ イア

バ ラ ン シ ュ 堆積物（岩屑流）に も，こ の 構造 が 多数 認

め られ た （宇 井 ・荒 牧 ，1983）．

　第 7 図 A 地点 の 産状 を第 8 図 に 示す ．こ こ で は 2
つ の ユ ニ

ッ トが あ り，各々 の ユ ニ ッ トの 下部 は青灰

色で 岩片 に 富 む が ，上部 に む か っ て 紫灰色の 火山 灰

層 とな る．こ の 紫灰色火山灰層に は斜交した ラ ミナ

の 見 られ るとこ ろ もある．A 地点 よ り さ らに 1km遠
方 で も紫灰色の 火 山灰 が 10〜12cmの 厚 さで堆積 して

い る ．降 下 火山灰 の 10〔m の 等層厚線 の 広 が り を考 え

る と雛 戸 山方向 に 大 き く広が るの は 不 自然 で あ り，
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こ の 部分 の 火 山灰 層は火砕流 の 周縁 部と考えられる．

なお St．Helens1980 年 の ドラ イ ア バ ラ ン シ ュ 堆 積 物

中に は 多数の 木材片 が 認め られ る （宇井・荒牧，1983）

が ，塚原火砕 流 で はまだ 発見 され て い な い ．体積は

0 ．05k  で あ る ．

1　 　 2　 　 3　 　 4　 　 5　　 6 　　 7

懸 圏 團 翻 圍 魍 鬮
゜

e12

023　　〆　 ／

km 3

第 7 図　由布岳の 最新期 の 噴 火 に よ る噴出物の 分 布お よ び等

　　　 層厚線 図 （cm ＞

　 1 ，最新期 の 噴 火以 前 の 溶 岩 類，2 ．塚 原 火 砕 流．3 ，流

　れ 山，4 ，池代 溶岩 円頂丘 ，5 ，池代 溶岩流，6 ．火 山角

　礫 堆 積物 お よび 土石 流 堆積 物，7 ．出布 岳凵順 溶岩．A −

　 E は 第 8 図 の 柱 状 図 の 位置 を示 す，
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第 8図　塚原 火砕流 お よび 由布岳 火山灰 層の 柱状 図

　 1 ，黄灰 色粗 粒 火 山灰 層，2 ，紫灰 色細 粒 火 山灰層，3 ．
　火 砕流、4 ．青灰 色 粗 粒 火 山灰 層，5 ．土Tr流．

2． 由布岳 火 L］灰層（YA 　1）

　由 布岳 火 山灰 層は 等層厚線図 （第 7 図 ）に よ り，

現 山 頂付近 を噴 出 源 と し，そ の 分 布軸は 東方 に 向 か

っ て い る こ とが 示 され る ，こ の 火 山灰層に は，紫灰

色細粒 火山灰 と青灰色粗粒火山 灰 の 2 つ の層相 が あ

り，各 々 が 火砕流 の 細粒 な上部 と粗粒 な下部 に 類似

して い る．こ の 2種 類 の 火 1［」灰 は 互層 とな り 2 回 く

り返 す が ， D 地点 で は 最下部 に黄褐色 火 山灰 層が 存

在す る（第 8 図）．こ れは類質火山灰 と考 えられるが，

他は本質物質で あろ う．なお こ れ ら火山灰層 の 問 に

は 大きな時間間隙を示す証拠は 認 め られ ない ．

　 こ の 火山灰層の 厚さ は，15cmよ りも薄 い 場合 が 多

い ．そ して た とえ厚 くて もその L部 で は保存状態 が

悪 く，堆積構造の み られ な い 場合が 多い ，た だ しE

地 点 で は 火 山灰堆積後 の 早 い うちに 土 石 流 に 覆われ

てしまい ，厚 さは 7cm に す ぎない が 堆積構造が 良 く

保存され て い る．

3． 噴 火現象 の 再現

　噴火 は まず小規模な 水蒸気爆発で 始 まり，その 時

の 火山 灰 は 主 に 南方に堆積 した ．その 後 多量 の 火 山

灰 を噴出 しなが ら溶岩円頂丘 が 形成さ れ た ．こ の 時

ま で の 噴 出物 が 紫灰色 火 U！灰 と考 え られ る．その 後

溶岩円頂 丘 を吹 きとばす激 しい 噴火が お こ り，山 体

は 崩壊 し，高温 の 岩 塊よ り な る熱雲状 の 火 砕流 が 発

生 した ．こ の 時 の 火 ［」」灰 が 青灰色粗粒 の 火山灰 に 相

当するもの で あろ う．こ の ように 考え る と溶岩円頂

丘 の 出現お よび 崩壊 が 再度 くり返 され た こ とが 推定

され る．現在 の 池代溶岩 は 3度 目 に 形成 さ れ た 溶岩

円頂 丘で あ り， 山頂部 に は 滑落地形が あ る が ， 大 き

な火砕 流 の 発生 に は至 らなか つ た の で あろ う．なお

池代溶岩噴出に と もな う火山灰 は，明瞭な紫灰色 火

LI［灰 と して は 残 っ て い な い ．こ の 時は 多量 の 火山灰

を出さず に 溶岩 の み が出現 した た め と思わ れ る ．

　 由布是II順 溶岩の 活動 が それ に ひ きつ づ くが，こ

の ときに は溶岩流 出に先行 し，多量 の 本質岩片が 噴

出 さ れ，現 山体表 面を厚 く覆 っ て い る ．第 8 図 で 上

位 の 青灰 色粗粒 火山灰層が 下位 の もの よ りか な り厚

い の は ， 2度 目の 噴 火 が 激 しか っ た た め の み で は な

く，由布岳山頂溶岩噴出時の テ フ ラ も堆積 して い る

た め で あ ろ う．た だ し両考の 境界 は 特定 で きて い な

い ．

　 流 出した 溶岩 は 山体斜面で 止ま っ た が ， 南斜面 で

は溶岩流 の 前面 で崩落が つ づ き，熱雲状態 とな っ て

落下 し た ．そ の 後溶岩 流 出の 勢 い は 急速 に お と ろ え，

溶岩 は 火 道 の 下 方 へ 流 入 して しま い ，溶岩円頂 丘 の
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由頂 部 に は 陥没 に よる大 火 ［ が 出境 した ．

　テ フ ラ で み る 限 F）こ れ らの噴火の 問に は 大 きな時

間間隙は存在 しな い ．それ ゆ え，こ れ ら火山灰層，

火 砕 流，溶岩 流 な どは
一一

連 の 噴 火 活動 の 産物 と み な

す こ と が で きる ，

　なお由布岳山頂溶岩 の 噴 火 の 最 中，あ る い は 直後

に ， D お よ び E 地 点 に は 土 f石 流が 到達 して お り，そ

れ 以 前 の テ フ ラ を厚 く覆 っ て い る ，山 頂 火 冂 で は そ

の 後 も少量 の テ フ ラ を噴出 した が ， 火 山 活動 は 鎮 静

化 して い っ た ．

　 こ の 噴火の 時代に つ い て は後に 考察する．

II 鶴見
。
由布火山の 有史時代の 活動

　鶴見岳山頂 溶岩は 由布岳火山灰層よりも新 しい が，

こ の 噴 火 に よ る テ フ ラ は 少 量 で あ っ た た め か 野 外 で

識別 で きな い ．そ の た め，こ こ で は，頃 火 と扇状 地

の 形成関係お よび古記録か ら，鶴見 ・
由布 火山 の噴

火 年代 を考察す る．

o km

1． 噴火 と 火山麓扇状 地 の 閼係

　別府市街地 は鶴見岳の 東 rll麓に 広 が る 扇状地 の 上

に 位置 して い る．こ の 扇 状地 に 最古 の Flか ら最新 の

F5 ま で の 5 つ の 地 形面 を識 別 した （第 9 図 ）．た だ し

F2 と F3 の 新 旧 関係は不明 で あ る ．　 Fl ・F2 面 Eは

古 くか ら宅地 あ るい は畑地 として 利用 され て お り，

自然状 態の 地 表面 は ほ と ん ど残 さ れ て い な い ．それ

ゆ え広域 テ フ ラ を用 い て の 地 形 面形 成 の 時代決定 が

で きな い ば か りか，由布 ・鶴見火山 の テ フ ラ層も識

別 で きない ．

　第 9 図 に 描 か れ た鶴見帛山頂 溶岩 の うち，南方に

流
．
卜
．
した 部 分 は F ⊥ ・F2 の 両面 を覆 っ て い る ．また

北方 に流 ドした 溶岩 は大平 山との 閲の 谷を埋めたて，

そ の 後 浸 食 さ れ た こ と が 明 らか で あ る ．F4 面 は 大平

ILI斜 面 ，海抜 350〜400m 付近 に扇頂 を もち，そ の 付

近 に は 北 北東に の び る涸 れ 沢が 存在する ．こ の 地 形

は 溶岩流 出 に よ り 谷が 埋 め た て ら れ た 結果 生 じ た も

の と考 えられ る．

　噴火時に は 山体部に 多量 の 物質 が 集積 さ れ，それ

が 短期 間 の うち に 流出 し， 基本的な 地形面 が 形成 さ

れ る場 合が 多い （小林，1983）．由布 火山 で も小規摸

な例を示 し た が ，F4 面 は そ の 好例で あろ う．

　F4 の 扇状 地 堆積 物 は 大小 の 並 角礫 お よび 砂 よ り

な る が，扇頂部付近 に は 径 lOm 以 上 で ，著 しく破砕

さ れ た 溶岩 の メ ガ ブ ロ
ッ クが み ら れ る ．扇 頂部で は

20〜30m の 厚 さで あるが ，流下 する に っ れ薄層化す

2
　 　 10 　20 　3040 　50

第 g 図 　 火 山 麓 扇状 地 と遺跡 の 分 イk

　 i ．旧 石 器 時 代か ら中世 に わ た る複合 遺跡，2 ．縄 文 時 代

　の 遺 跡，3 ．弥生 時 代 の 遺跡，4 ．占墳時代の 遺跡，5 ，
　時代 未詳 の 遺 跡．等高線 は 50m 問隔．

る．

　供給量 の 多い 間 は 土 石 流 と して 激しく溢れ出 し F4

面 をつ くっ た が ， その 後 は
．
ド方浸食 が 卓越 しF5 をつ

くり現在 に 至 っ て い る，

　第 9 図 に は 大分 県教育委員会 （1983＞の 資料 をも

とに，別 府市周辺 の 遺 跡 の 分布 を時代別 に 示 した ．

特徴的 な こ と は，F4 面上 に は 海 抜 50m 付 近 に 遺 跡 が

集中して お り， それ よ り高 い 部分 に は存在 して い な

い こ とで ある．F3面お よび丘陵地 で は よ り高所に も

分布する の と好 対照 をな す ．ま た弥生遺跡 の 1 つ は ，

水道工 事中に 地下 50〜60cmの 砂礫 中か ら発見 され た

との こ とで あ るが，詳細は不明 で ある （橘 昌信，個

人 談 話）．古墳 と F4 面 の 直接の 関係 は 不 明 で あ る が ，

遺 跡 全体 の 分 布 か ら 考 え る と，海抜 50m よ りも高所

で は 厚 い 扇状地堆積物 に 幾われ て しまい 発見 さ れ に

くい の で あ ろ う．また奈良 ・
平安時代に は 見 るべ き

遣跡 が な い （大分県教育委員会 ，
1983）．

　 こ の ように 遺 跡 の 分布 か ら見 る限 り，F4 面 の 形成

年代 は古墳時代後期 （AD500 〜600）で あり， 飛鳥・奈

良 ・平安 時代 に は 荒涼 とした砂酵 原で あ っ た 可能性

があ る．

2．
．
占文 書 か ら 推 定 さ れ る 活動

　鶴見岳 の 明らか な噴火 と して は 867 年（貞観 9年 ）の

］回 しか 知 られ て い な い が ， 噴 火 と推定 され る記録

が 他 に もあ る．こ こ で ほ古文霽か らの 考察をの べ る ．
1
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由布 ・鶴見 火 山 の 地 質 と 最新 の 噴 火 活動

　イ）豊 凵志 （増訂 大 日本地震史料）

　772年 〔宝亀 3 年 ） の 記録 として
厂
．
1月大隅 ノ国霧

島山 ノ神，鶴見舟 二 降臨 ス，国司紀 ノ朝臣鯖麿其霊

兆 ヲ以 聞 ス ．因 テ祠 ヲ建 テ，奉 祭 シ 以 テ 宮社 ＝ 列 ス，

霧島大神火 男火 卩羊神 ト称 ス 」 とあ る ．

　 ロ ）国史（H 本噴 火志
・
下編 ）

　
「
宝 亀三 年 （西暦七 直七 十

．Jt
年）冬十 月丁 巳太 宰府

言上，去 年五 月二 十 三 日，豊後国速 見郡敵見郷 ［II崩

嗔澗，水為不流，積 卜余 日忽決漂，没 百姓四 十七 」，

被埋家四十三匠，沼免其調庸 ， 加之 賑 給」

ハ ）日本後記纂詰 （Ll本噴火志，
』
卜
．
編 ）

　嘉祥 二 年 六 月奉授 豊後国宇奈1陵比畔神 （神名式，

繋速見郡 ， 比 哮作 日女 ， 今在由布郷 石松村 ， 称 六 所

権現或木綿 明伸〉，火男火＃神 （咋，神名式作賓，式

云 ，火 男 火 売神杜 二 座，今在鶴見村鶴見山下 云 ），竝

従五 位下 （後加火 男神従五 位上，貞観 九 年有神異，

授 二 神正 五 位 ド，見 二三代実録）

　 二 ）三代実録（日本噴 火志 ・ヒ編 ）

　貞観 九年 正 月一1十 日（867年 3 月 4R ）

Q 二 月
．．’
．十 六 日 丙申太 宰 府言 ，従 五 位 上 火 男 神従 幵

位下 火 売神二 社 ， 在豊後国速見郡鶴見出嶺，［ir頂有

二 池，一一一
池泥水色青，　 ・

池黒，一
池 赤，去正 月　：十

日池震動，其声如需，俄而見如硫黄遍満国内，磐 飛

上下無数，石 大者方 丈， 小者如甕， 書黒雲蒸，夜 炎

火熾，沙泥雪散積於数 里 ， 池中元出 温 泉，泉水 沸騰 ，

自成 河 流，山脚道路 住 還 不通，温泉之 水入於衆流，

魚酔死者千 が数 其震動之声経歴三 日．

〇 八 月十 六 日壬午豊後 国従五 位上 火 男神火 哮神並授

正 五位下 ，

O 貞観 九年四月二 日壬 申，令豊後 国鎮謝火男火売両

神兼転読大般若経 ．縁 三 池震動之怪 也．

　以土 が 古文脅 に み られ る 噴 火 また は 異常現象の 記

述 で あ る ．霧島火山 は 700年代に 2 同 （744 ・788年）大

きな噴火 をして お り，当時 は非常に 活動的な 火 山 で

あ つ た と推 定され る ．豊 日志 に ある ように ，霧 島山

の 神が降臨 した とい うこ と は，鶴見岳が 瞶 火 した と

解釈 で きる，また国史の 記述 は 災害面 に 重点 が お か

れ て い る．わずか 1 年違 い の 現象を別 個 に 記述 した

と考えるの は 不 自然 で あ D，両 者 は 同一．一・
の 現 象を違

っ た 面 か ら記述 した と考 えた 方 が 良 い ．年代は 国 史

の 方が詳細 で ある．豊 目志と国史の 内容 を合わせ て

解釈する と，771年に鶴 見岳が 噴 火 し，谷 が せ き止 め

られ，IO 日 ほ ど後 に 大洪 水 （：ヒ石 流）が 発生 し，多

数 の 死傷者が で て，家屋 も埋 ま っ て しまっ た ，とい

うこ とに なる．こ の 現象は地質学上推定 さ れ た鶴見

岳山 頂溶岩の 噴火現 象と酷 似 して い る．

　ハ ） で は 849年 に 由布
・
鶴見両 火 山 の 神 が略 、Eげ さ

れ て い る．こ れは鶴 見火 山の 活動 に ともな っ て 両神

か格一．｝二げ さ れ た もの と考 えられ るが ，由布火 山も当

時はなんらか の 火 ［【「活動 （噴気活動 ）を して い た た

め と推定 さ れ る ．鶴 見 火 山 の 神 は 867 年 の 噴 火 まで

の 間 に
一．・

段格 ヒげ され て お り， 小規模な噴火が あ っ

た こ と が わ か る ．

　二 ） の 記録 は 詳細 で あ る が，こ の 噴火 に よ っ て 人

命に 被害は なか っ た ようで あ り，噴 火 規 模 の 大 き く

な い 水蒸気爆発で あ っ た と思 われ る．

　古文書の 考察 お よび地質学上 の デ
ー

タか ら由布
・

鶴見火 山 の 噴 火 し た 時代 を推定す る と， 鶴見火 山 で

は 500年代 （古墳時代）か ら771年の 間に 溶岩 の 流出

をと もなう噴 火 が あ り，771年 の 可能性 が 大 き い ．800

午代に も 3 回の 噴火 活動 が 記録 され て い る が，水蒸

気爆発 で あ っ た と推定 さ れ，火 山 活動 の 余波 が こ の

時代 まで 継続 して い た もの と考 えられ る ．なお 1949

年 ， 19ア4年に も多量の 噴気が 認 め られ（気象庁 ，1975），
い まだ に 活動的 な火山とみ なすべ きで あ ろう．

　
．一

方，由布火 山 の 最新の 大啖 火 は 1
，
」
「 OO〜2

，
000年

前 と推定 さ れ ，
800年代の 半ば （約 1，／00年前）まで

は噴気活動 を継続 して い た と考え ら れ る ．

　 こ の ように 由布
・
鶴 見火 山は と もに 弥生時代以降

に 溶岩 流出を と もな う噴 火 を した もの と考え られ る ．

考 古学 の 調査や 14C 年代 の 測定 に よ り ， 今後正 確 な

噴火年代が 明らか に なるもの と期待され る ．噴 火 に

よ る 自然 あ る い は 人間生活へ の 影響な どの 問題 は ，

噴 火 災害 の 評価 とか か わ る今 凵的課 題 で もあ り，地

質学 Eの 課題 と ともに 解明されねば ならな い で あろ

う．

　　　 　　 　　 お 　わ　 り　 に

　本報 で明らか に な っ た 事を要約する と 次 の ように

な る ．

ユ． 由布 ・鶴見 火 山 の 基 盤 は，後期鮮新世 か ら第四

紀の 後期 に か け て 噴出 した 火 lil岩類 で あり，多数 の

活断層地 形 が 認 め られ る．

2． テ フ ラ の 層序 か ら判断す る と，由布
・
鶴見火山

は と もに 35，000年よ り も以前に 活動 を開始 し た ．高

平 火 IJIは さら に 古 い 火 山 で あ り．活 動 の 最盛期 は

70
，
000年以前で ある．由布

・
鶴見 火 山 で は ， 最近2，000

年以 内に溶岩 の 流出 を と もなう噴火 をして い るが，
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そ れ 以 前 の 噴 出物 はす べ て 6 ，300年 よ り以前の もの

で あ り，こ の 間に4，000年以上 の休止期が あ っ た ．

3． 高平 火山 の 南東部 は 浸食作用 に より欠如 して い

る ．東に 開い た 馬蹄形 火 口 か らは ，鉄 轍 容岩 が 流 出

してお り，火 口 底 で は現在も噴気活動 が 盛 ん で あ る．

4， 由布火 山 は 側 火 山を もつ 成層火山 で あ る．2，000
〜1，500年前の 噴火 で ほ，塚原 火 砕流 ・池代 溶岩

・
由

布岳 山頂溶岩，由布岳火山灰 が敬 出され た ．塚原 火

砕流 は 成長 しつ つ あ る溶岩円頂 丘 の 大崩壊 に よっ て

生 じた 高温 の 岩 な だ れ，すなわ ち熱雲 で あ り， 2 つ

以上 の ユ ニ ッ トか らな る ．こ れ ら
．
連 の 噴 火 は

一
活

動期 の 噴火 で あ り， 短期 間 の うち に 終息 した が ，噴

気活動 は 1，100年前 ご ろまで 継続 した ．

5． 鶴見 火 山 は 開析され た 火山体 と，新期の 側 火 山

よ りな る ．伽 藍 岳，内 山，南平 台 は 溶岩 円頂丘 で あ

るが ， 鬼箕山 の み は ス コ リア丘 で あ り，玄武岩質 の

溶岩 を流 出して い る，鶴見岳山頂溶岩の
一
部 は 山麓

の 谷 をせ き止 め て お り， その 先端部か らは火山麓扇

状地 が 形成 され て い る．こ の 扇状 地上 の 遺 跡の 分 布

と古文書の 考察か ら，こ の 溶岩は 1
，500〜1，200年前

に噴出した と推定 さ れ る．

6． 鬼箕 山以外 の 岩 石 は 角セ ン 石 安山岩な い しデ イ

サ イ トで あ る．斑 晶 と して は，火 山岩の 主要 な造岩

鉱物 であ るカ ン ラ ン 石，普通輝石，シ ソ輝石 ， 角セ

ン 石 ，黒雲母，石英，斜長 石 ， 不透 明鉱物の すべ て

を含 む岩石 が 多い ．
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